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している｡また僻化 ･巣立 ･定着 ･分散 ･死亡率などを求めてそれと対比させることにより,地域分割
が永年にわたって継続することを死亡率の低さに求めている｡ これらの実証的資料とそれにもとづく考
察は,ホオジロという一種に限られているけれども,論文の中でも若干指摘されている通り,少なくと
も留鳥については広く見られる可能性のあるものであって,鳥類の社会生態学全体に対してきわめて大
きい示唆を与えるものである｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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